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１ 射水市公共施設個別施設計画（素案）に係るパブリック・コメントの実施 
結果について 
(1) 実施期間 令和２年１２月２５日（金）～令和３年２月１０日（水） 

(2) 書類の閲覧 

場所等 

・射水市ホームページ 

・窓口等での閲覧 

（市人事課、各地区センター、中央図書館 計６か所） 

(3) 寄せられた 

意見 
・提出者数 ３名（５件） 

(4) 意見の提出 

方法 

・電子メール １名（１件） ・窓口受付 １名（３件） 

・ファックス １名（１件） 

(5) 意見の概要及 

び市の考え方等 
 以下のとおり 

 
 
２ 意見等の概要及び意見等に対する市の考え方等 
 

(1) 計画全般 

№ 意見の概要 市の考え方 
修正の 

有無 

１ 

 「⑤具体的な対策と実施時期」の一

覧表に、各施設の所管課を記載しては

どうか。 

 該当箇所に施設所管課を追

記します。【例：P10】 有 

 

(2) 図書館 

№ 意見の概要 市の考え方 
修正の 

有無 

１ 

 デジタル環境を含め、図書館を取り

巻く社会動向について常時研究を継

続するとともに、建物を無くす前に、

図書館を牽引する人材を明確に位置

付けるべきでないか。 

 社会のデジタル化の進展を

見据え、電子図書館機能の導

入について調査・研究をする

旨を P33 に記載しておりま

す。 

 今後も、必要な人材の確保

に努め、市民により親しまれ

る図書館となるよう、図書館

協議会等において検討してま

いります。 

無 
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(3) 博物館等 

№ 意見の概要 市の考え方 
修正の 

有無 

１ 

 陶房「匠の里」のうち、利用が少な

い研修棟を、周囲の池と森を含め、

「（仮称）里山の駅」とし、生態系の保

全などＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）の「15 陸の豊かさを守ろう」の本

市における発信拠点として位置付け

てはどうか。 

 資金は総務省の「シェアリングエコ

ノミー活用推進事業」や森林環境税を

活用し、運営はシェアリング団体の連

合体として「（仮称）射水里山地域まち

づくり協議会」が担う。 

〔団体と機能（案）〕 

・地元地域振興会 

・里山地域で活動するＮＰＯ、市民団

体 

・グリーンツーリズムを担う団体 

・体験宿泊等移住促進機関 

・林業体験 

・子供たちやシニア世代の自然体験学

習 等 

 陶房「匠の里」は、ほとんど

利用されていない研修棟の利

活用も含め、令和５年度末ま

での３か年で、運営方法や整

備手法など、民間活力の活用

も含めた様々な観点から在り

方を検討する計画です。【P41】 

 いただきましたご意見は、

今後の検討過程において参考

にさせていただきます。 

無 
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(4) 供給処理施設 

№ 意見の概要 市の考え方 
修正の 

有無 

１ 

 大規模な開発となる野手埋立処分

所の整備について、この地域には、多

くの地域在来生物・絶滅危惧生物・希

少生物が生息しており、こうした野生

動植物に大きな負荷がかからないよ

う、環境アセスメントに加え、計画策

定・設計の段階から地域の市民団体の

意見を聞くべきと考える。 

 整備計画の策定に当たって

は、環境面に最大限配慮し、適

切な時期に幅広くご意見を伺

うことが重要と考えておりま

す。 
無 

２ 

 野手埋立処分所の整備に当たって

は、損なわれた自然環境を取り戻すこ

とを目的とする「自然再生推進法」の

趣旨に基づき、失われる自然と同等以

上のものを別の場所で再現すること

が大切であり、こうした自然再生事業

の実施については、業者発注ではな

く、地域の市民団体と協働して実施す

ることが効果も大きくコストも少な

いと考える。 

 野手埋立処分所は、令和９

年度の埋立完了を見込んでお

ります。 

 令和１０年度から稼働を予

定する最終処分場整備に係る

自然環境の保全につきまして

は、今後も地域の市民団体の

方々と連携・協力しながら取

り組んでまいります。 

無 

 


